
インテル® oneAPI ツールキットが
提供するパフォーマンス解析ツール
の新機能のご紹介
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API ベースのプログラミングダイレクト・プログラミング 解析/デバッグツール

インテル® oneAPI ベース・ツールキット

インテル® oneAPI DPC++ 
ライブラリー

(インテル® oneDPL)

インテル® oneAPI DPC++/C++ 
コンパイラー

インテル® VTune™
プロファイラー

インテル® oneAPI マス・
カーネル・ライブラリー

(インテル® oneMKL)

インテル® DPC++ 互換性ツール インテル® Advisor

インテル® oneAPI データ・
アナリティクス・ライブラリー

(インテル® oneDAL)

インテル® ディストリビュー
ション for Python*

インテル® ディストリビュー
ション for GDB

インテル® oneAPI スレッディン
グ・ビルディング・ブロック

(インテル® oneTBB)

oneAPI ベース・ツールキット
用インテル® FPGA アドオン

インテル® oneAPI ビデオ・
プロセシング・ライブラリー

(インテル® oneVPL)

インテル® oneAPI コレクティブ・
コミュニケーション・ライブラリー

(インテル® oneCCL)

インテル® oneAPI ディープ・ニュー
ラル・ネットワーク・ライブラリー

(インテル® oneDNN)

インテル® インテグレーテッド・
パフォーマンス・プリミティブ

(インテル® IPP)

インテル® oneAPI
ベース・ツールキット

インテルの CPU、GPU、FPGA 
向けにアプリケーションを開発
するための基本ツールとライブ
ラリーの基本セットを含む。

インテル® VTune™プロファイ
ラーおよびインテル® Advisor 
はベース・ツールキットに同梱

2詳細: intel.com/oneAPI-BaseKit (英語)

https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/tools/oneapi/hpc-toolkit.html


インストール製品の一覧
バージョン確認

現時点の最新バージョン

インテル® VTune™プロファイラー： 2021.4.0 – 6月リリース

インテル® Advisor： 2021.2 – 3月リリース
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インテル® VTune™プロファイラー
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インテル® VTune™プロファイラー
DPC++ プロファイル - CPU、GPU、FPGA 向けにチューニング

◼ データ並列 C++ (DPC++) の解析機能を追加
最も多くの時間を費やしている DPC++ の行を確認

インテルの GPU、CPU、FPGA 向けのチューニング - 複数 GPU を利用する環境をサポート

サポートしているハードウェア・アクセラレーター向けに最適化

◼ オフロードされた計算処理に対する解析機能のサポート
OpenMP* オフロードのパフォーマンスをチューニング

◼ 広範なパフォーマンス・プロファイルを追加
CPU、GPU、FPGA、スレッド、メモリー、キャッシュ、ストレージ

◼ DPC++ 言語の追加
DPC++、C、C++、Fortran、Python*、Go*、Java*、混在したコード

5
現時点では各アーキテクチャー向けにチューニングする必要があります



主な解析タイプ一覧
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Performance Snapshot

Hotspots

Memory Consumption 

Microarchitecture Exploration

Memory Access

Threading 

HPC Performance Characterization

Input and Output

GPU Offload

GPU Compute/Media Hotspots (preview)

CPU/FPGA Interaction 

Anomaly Detection (preview) 



パフォーマンス・スナップショットを
使用した解析タイプの選択

◼ 解析タイプにパフォーマン
ス・スナップショットを追加
HTML、CLI 向けのレポートも
引き続き利用可能

◼ 次の解析タイプの選択
パフォーマンス・スナップショッ
トの結果から、次にどの解析タ
イプを選択すれば有益な情報
が得られるか参照
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パフォーマンス・スナップショットの解析結果

◼ パフォーマンスに重要
な項目に限定した簡単
なスナップショットを
取得
Bottom-up 画面やソー
スコードとの関連付けは
行わない

◼ より詳細な分析を行う
ためのステップ
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得られる情報
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ベクトル化された処理とスカラー処理の割合

メモリーアクセスに制限されているか

GPU の利用状況と、動作効率の表示



遅延の要因を特定する次のステップ
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DPC++ アプリケーション向け GPU 解析
GPU Offload
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◼ アプリケーションの
パフォーマンスに
とって重要な GPU 
内のカーネルを特定

◼ メモリー確保、データ
転送、実行、同期にか
かる時間を区分

◼ パフォーマンスを妨
げる不要なメモリー
転送を把握



計算タスクの分析 - メモリー階層図
GPU Compute/Media Hotspots (preview)
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◼ 計算タスクのメモリー階層図
を表示

◼ DRAM、L3 のメモリーユニッ
トと実行ユニット間のデータ
アクセスの状況を可視化
データサイズ、帯域幅、GPU ユ
ニット間の最大帯域幅

◼ タスクごとのワークサイズと
実行ユニットの動作状態など
の情報をメモリー階層図と
紐付け



FPGA を利用した DPC++ アプリケーション解析

◼ FPGA の上位の計算タスク
および、CPU の上位タスクと
ホットスポットを解析

◼ カーネルのメモリー転送、CPU
コンテキスト・スイッチ、FPU の
利用、および CPU スレッド
各カーネルの合計および平均実行
時間の表示

CPU と FPGA 間のメモリー転送の
全体的な時間

DPC++ または OpenCL* カーネ
ルのメモリー転送にかかった時間
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CPU/FPGA Interaction 



Input and output 解析の強化
プラットフォーム・ダイアグラム

◼ NUMA システムにおける
各階層ごとのデータ転送
を可視化
PCIe* および インテル® UPI 
リンク、DRAM

物理コアのシステムトポロ
ジーと使用率のメトリック

14

最大 4 ソケット構成の第 1 世代および第 2 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサーに対応



インテル® Advisor 
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インテル® Advisor
最新ハードウェア向けの設計を支援

◼ オフロード・アドバイザー
アクセラレーターにオフロードした際のパフォーマンスを推定

◼ ルーフライン解析
CPU/GPU コードの計算とメモリーを最適化

◼ ベクトル化アドバイザー
ベクトル化とその最適化

◼ スレッド化アドバイザー
スレッド化されていないアプリケーションに効率的なスレッド化を追加

◼ フローグラフ・アナライザー
効率的なフローグラフを作成して解析

17現時点では各アーキテクチャー向けにチューニングする必要があります



各機能へのアクセス

◼ 既存の CPU 向け最適化
機能に加えて GPU 向け
に ２ つの機能を追加

- Offload Modeling

- GPU Roofline Insights

◼ 各機能はパースペクティ
ブで分けられ、サイドメ
ニューから切り替え
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ワークフローの変更

◼ 各情報を目的の情報を確認しやすいように変更
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Offload Modeling – オフロード・アドバイザー
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Offload Modeling – オフロード・アドバイザー
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全体的なパフォーマンス



Offload Modeling – オフロード・アドバイザー
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GPU オフロードのパフォーマンス予測

全体的なパフォーマンス



Offload Modeling – オフロード・アドバイザー
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GPU オフロードのパフォーマンス予測

タスクごとのパフォーマンス予測

全体的なパフォーマンス



Offload Modeling – オフロード・アドバイザー
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GPU オフロードのパフォーマンス予測

タスクごとのパフォーマンス予測

GPU オフロードを制限する要因

全体的なパフォーマンス



オフロードターゲットの詳細
各コード領域の実行を GPU 向けにモデル化した結果を表示

予測実行時間と、計算依存かメモリー依存かを確認
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GPU Roofline Insights 

◼ 対象システムが持つ最大パフォーマンスのベンチマークを取り、
GPU カーネルとシステムのルーフライン・グラフを生成

◼ 以下の疑問の解決に役立ちます
ハードウェア・リソースで達成可能な最大のパフォーマンスは何か?

アプリケーションは最適に動作しているか?

最適化されていない場合、最適化を行うために最良の方法は何か?

各最適化候補のパフォーマンスを制限しているのは、メモリー帯域幅か計算性能か?

◼ DPC++、C++/Fortran (OpenMP* プラグマ付き)、
GPU 上で実行可能な OpenCL* アプリケーション
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全体的なパフォーマンス
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全体的なパフォーマンス

GPU ルーフライン CPU ルーフライン
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全体的なパフォーマンス

GPU ルーフライン CPU ルーフライン

各 GPU カーネルの時間、GFLOPS
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全体的なパフォーマンス

GPU ルーフライン CPU ルーフライン

各 GPU カーネルの時間、GFLOPS

EU の状態



参考情報

インテル® VTune™プロファイラー・パフォーマンス・クックブック

https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/documentation/vtun
e-cookbook/top/configuration-recipes/profiling-openmp-offload-
application.html (英語)

インテル® VTune™プロファイラー・ユーザーガイド

https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/documentation/vtun
e-help/top.html (英語)

インテル® Advisor ユーザーガイド

https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/documentation/advis
or-user-guide/top.html (英語)

32

https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/documentation/vtune-cookbook/top/configuration-recipes/profiling-openmp-offload-application.html
https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/documentation/vtune-help/top.html
https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/documentation/advisor-user-guide/top.html


参考情報

iSUS - IA Software User Society

https://www.isus.jp/

GPU 上で実行する OpenMP* オフロード・アプリケーションのプロファイル

https://www.isus.jp/products/vtune/vtune-cookbook-profiling-openmp-
offload-application/

パフォーマンス異常を見つけるアプリケーションのプロファイル

https://www.isus.jp/products/vtune/vtune-cookbook-profiling-performance-
anomalies/
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https://www.isus.jp/
https://www.isus.jp/products/vtune/vtune-cookbook-profiling-openmp-offload-application/
https://www.isus.jp/products/vtune/vtune-cookbook-profiling-performance-anomalies/


34

Intel、インテル、Intel ロゴ、その他のインテルの名称やロゴは、Intel Corporation またはその子会社の商標です。
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